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A. 研究目的 
  成人Ｔ細胞白血病・リンパ腫（ＡＴ
Ｌ）は難治性の造血器悪性腫瘍である。
多剤併用療法の強化や、同種造血幹細
胞移植の導入により治療成績の改善
が期待されているが、特に高齢者にお
いてはこれらの治療の適応は限られ
ており、標準治療は確立していない。
一方で、発症年齢の高齢化が報告され
ており、高齢者ATLに対する治療戦略
の検討は喫緊の課題となっている。
ATL の治療においては、奏効率の改善
に比較して、無増悪生存期間や全生存
期間の改善が不十分であり、いかにし
て奏効例において再発・再燃を防ぐか
ということが大きな課題の一つとな
っている。そのための戦略の一つに維
持療法の施行があり、強力な化学療法
の実施が困難な高齢者を中心として、
実臨床でも実施されている。しかし、
その成績に関する報告は少なく、有用
性については十分に検討されていな
い。今回我々は、短期間の多剤併用化
学療法後に維持療法を施行した高齢
者ATL症例の成績について後方視的に
検討した。 
 
B. 研究方法 
 1994 年から 2013 年に長崎大学病院に
おいて診療をうけたATL症例のうち、多 
剤併用化学療法（VCAP-AMP-VECP 療法：
mLSG15療法）を1から3コース施行後に 

 
 
 
 
内服の維持療法に移行した症例を対象と
して、臨床データおよび生存期間につい
て検討した。 
（倫理面への配慮） 
ヘルシンキ宣言に従い研究を行った。 
 
C. 研究結果 
 対象症例は15例認めた。病型は急性型
が12例、リンパ腫型が3例、年齢の中央
値は76歳（70〜80）、性別は、男性7例、
女性8例であった。先行するmLSG15療法
のコース数は、1-2コースが5例、3コー
スが10例であった。維持療法への移行の
主な理由としては、骨髄抑制、PSの低下、
せん妄症状などがあげられた。維持療法
に用いられた薬剤は、VP-16単剤が12例、
VP-16とMST-16の併用療法が3例であっ
た。維持療法後の増悪に対して1例でモ
ガムリズマブを投与されていた。解析時
点で生存は6症例であり、治療関連死亡
は認めなかった。全例の維持療法開始後
の全生存期間の中央値は31.1ヶ月、1年
の全生存割合は66%で、2年以上の生存を
7 例認めた。維持療法開始時の病勢が完
全寛解であった症例（7 例）において、
それ以外の症例と比較し全生存期間が良
好な傾向を認めたが、統計学的有意差は
認めなかった。 
 
D. 考察 
本研究は後方視的解析であり、mLSG15
療法継続群や維持療法未施行群との比
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較もなく、維持療法の有用性について結
論はえられない。しかしながら、初回の
多剤併用化学療法で病状のコントロー
ルが可能であった高齢者 ATL に対して
維持療法が有効な可能性が示唆された。
今後、観察期間を延長し、さらに検討す
る必要がある。 
現在、抗体医薬が保険適応を取得して
いるが、その至適使用方法については今
後の検討課題となっている。高齢者ATL
に対しては、標準治療は確立しておらず、
今後は、高齢者に特化した治療方法の開
発も検討する際には、化学療法単独で寛
解導入療法を行い腫瘍量の減少を図っ
た後に、抗体医薬による地固め・維持療
法を行うといった治療戦略の可能性も
示唆する結果と思われた。 
 
E. 結論 
短期の多剤併用化学療法とそれに引
き続く内服維持療法の維持療法の実施
は、強力な多剤併用化学療法の継続が困
難な高齢者に対する治療の選択肢とな
りうると考えられた。 
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